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新型コロナウイルス感染症関連情報

海老名市新型コロナウイルス感染症
コールセンター
時㈪～㈮9時～17時・㈯9時～12時（㈰㈷除く）
☎046（235）5234　F046（235）7015

症状に関する相談

海老名市新型コロナウイルスワクチン接種
専用ダイヤル
☎0570（097）050（ナビダイヤル）� 時9時～17時（㈯㈰㈷も対応）

ワクチン接種に関する相談

武田／モデルナ社製ワクチンの�
有効性と安全性

　１回目・２回目接種をファイザー社製ワクチンで行った人に対
して、３回目接種をファイザー社製、武田／モデルナ社製で行っ
た研究によると、ファイザー社製よりも、武田／モデルナ社製を
用いた方が、抗体価がより上昇し（感染予防や重症化予防により
高い効果が期待できる）、副反応は１回目・２回目接種と同程度で
あったという結果が報告されています。� 参考：神奈川県ホームページ

自宅・自主療養者などを
支援
　市の自宅療養者支援チームが、食料・生
活必需品の購入代行や燃やせるごみの回
収、健康状態の確認を行います。お気軽に
ご相談ください。

自宅療養や自主療養などで外出でき
ず、親族などから支援を受けることが
困難でお困りの方

⃝食料・生活必需品の購入代行
⃝燃やせるごみの回収
⃝健康状態の確認

自宅療養者支援ダイヤル
☎０４６（２３５）５２４２��
F０４６（２３１）２３４３
時９時～17時（㈯㈰㈷も対応）

相談・支援要請

支援

相談から支援までの流れ

海老名市新型コロナウイルスワクチン接種
　専用ダイヤル�☎0570（097）050（ナビダイヤル）

海老名駅駅間地区に「海老名市新型コロナウイルス
ワクチンデスク」を開設
　4月4日㈪、「海老名市新型コロナウイルスワクチンデス
ク」を、同日オープンの「ビナガーデンズパーチ」6階クリ
ニックモール内に開設します。市役所内で行っている新
型コロナウイルスワクチン接種に関する業務を期間限定
で行います。

問健康推進課 ☎（235）7880

夜間集団接種
案内ページ

❶	ワクチン接種に関する予約・相談
� 集団接種の予約、接種に関する相談に応じます。

❷	接種券の発行・再発行
� 転入や紛失、破損などに伴う接種券の発行を行い
ます。

❸	新型コロナウイルス感染症予防接種証明書	
（ワクチンパスポート）の発行
� 証明書の申請は郵送が原則ですが、即日発行が必
要な場合に限り受け付けます。

❹	夜間の集団接種に関する業務
� ４月12日㈫～５月24日㈫の毎週㈫㈮（４月29日、�
５月３日・６日除く）は、７階で夜間の集団接種を
行います。予約方法などの詳細は、市ホームペー
ジをご覧ください。

業務内容

JR相模線

自由通路

ビナガーデンズ
パーチ

相鉄線

小田急線海老名駅

海老名駅

期４月４日㈪～７月29日㈮（㈯㈰㈷除く）時11時～20時
場ビナガーデンズパーチ６階（めぐみ町３-１）

新型コロナウイルス感染防止のため、本誌掲載のイベント・講座などは、変更・中止する場合があります。

日時・日にち  期間  時間  場所  対象  定員  内容  講師  費用  持ち物  その他  任期  
条件  主催  Ｅメール  ホームページ  問い合わせ  申し込み  予約制  祝除祝日を除く  休み　

高齢者対象の教室など
めざせ！ 市外局番…省略しているものはすべて「046」です

市〇〇〇課への郵送…「〇〇〇課へ」とあるものは「〒243-0492勝瀬
　　　　　　　　　　175-1海老名市〇〇〇課行」と記入してください
市役所開庁時間…省略している場合は原則「㈪〜㈮8時30分〜17時15分」
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対　象 概　要 補助額

太陽光発電施設 ス 太陽光から発電するシステム。発電源が
太陽光のためCO₂を排出しません。

２万円／kW
（上限20万円）

定置用リチウム
イオン蓄電池 ス

太陽光発電施設で発電した電力を蓄え
るシステム。日中発電した電力を蓄えて
夜間に使用でき、節電につながります。

７万円

エネファーム ス
（家庭用燃料電池コージェ 
ネレーションシステム）

水素と酸素で発電し、発生した熱で給湯
するシステム。エネルギーが無駄なく活
用できます。

６万円

H
ヘ ム ス

EMS ス
（住宅用エネルギー管理 
システム）

家庭でのエネルギー消費量や家電など
の稼働状況を「見える化」するシステム。
省エネ意識向上につながります。

１万円

電気自動車 電気を動力にして走る車。走行中に排気
ガスを排出しません。 15万円

燃料電池自動車 水素と酸素を燃料にして走る車。走行中
に水以外排出しません。 40万円

スマートハウス加算
上表の「太陽光発電施設」「HEMS」と、「定
置用リチウムイオン蓄電池」または「エネ
ファーム」の３設備を同時に設置する場
合に加算します。

２万円

同時設置で加算金

補助金対象一覧	（ススマートハウス加算対象）

燃料電池自動車


